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丁ラーー①

ご依頼のフローリング材について床暖房対応試験の結果報告をいたします｡

1.実験方法

フローリング試験材
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=　l

床暖房パネル

床暖房試験断面図

図のような試験装置にサンプル試験材を置き連続加温を行い､

水分含水率･収縮幅を測定する｡

試験中の床暖房温水温度は55±2. 5℃に保持

2.試験前のサンプル状況

材質 剏冾ﾝ 倩靈�_ｹd��備考 

サンプルC �6�8��無垢材 ��R�2重貼り �6��YYﾙ�ｨ*ﾂ�

サンプルD �6�8��無垢材 ��R�2重貼り �6��YYﾙ�ｨ*ﾂ�

サンプルE �6�8��無垢材 ��R�2重貼り �6��YYﾙ�ｨ*ﾂ�

3.試験期間

l試験開始日時 �#����ﾃh�ﾃ#4�ﾓΕ3�ﾂ�

l試験終了日時 �#��汀r���ﾓΕ3�ﾂ�

l試験時間 ���(鳧ｭFﾂ�

4.試験中のサンプル表面温度

平均表面温度　28.0℃　±　2.Ooc



5.試験結果及びサンプルの状況

サンプルC 倩靈����試験後 ��

水分含水率の変化 湯�2R�6.4% 亂9�y7ふ"ﾓ歎ﾒ�

横幅収縮の変化 涛U�蒙ﾒ�95.67mm 假ｸ�Yﾒﾓ��3&ﾖﾒ�

外観の変化 �7�7(ｨH.｢驢8-ﾘ,ﾙDh-�.x.ｨ,�*�,�+ﾒ�

サンプルD 剋詞ｱ前 倩靈�ﾎ2� 

水分含水率の変化 �7.7% 澱�2R�乾燥度-1.4% 

横幅収 偬ｸ,ﾉ¥�ｲ�96.36mTTl 涛R經vﾒ�収縮幅-0.79mm 

外観の変化 刄qビ割れ.歪みは認められなかった 

サンプルE 倩靈����試験後 ��

水分含水率の変化 套�2R�6.8% 亂9�y7ふ�絣R�

横幅収縮の変化 涛U��ﾖﾒ�94.91mm 假ｹl兀ﾒﾓ�綰ﾖﾒ�

外観の変化 �7�7(ｨH.｢驢8-ﾘ,ﾙDh-�.x.ｨ,�*�,�+ﾒ�

すう- 6)

6.結論

試験は実際の使用状況を想定して行いました｡

試験は実際の使用状況を想定し､床暖房温水温度を5 5℃に設定して連続加温試験を
行いました｡

サンプルフローリング材にヒビ割れは認められませんでしたo

サンプルフローリング材に歪み･反りが認められませんでしたo

収縮幅は0. 32～0. 79mm前後でした｡床暖房の使用時には､場所によって目地が01 5-
2. 0mmほど広がる可能性があります｡

採用しても問題の生じることがないと判断します

以上報告いたします｡


